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社会福祉法⼈⻑須賀保育園  編集⼈：広報委員会  発⾏⼈：堀⼝⽂男 

「⾷べることって楽しい。」 

ひとり⾷べが出来るようになりました。 





   
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 

ダンススクールに通うなど、最近はダンス好きなお⼦さんが多くなっている
印象です。そんな男の⼦が選んだ曲は、Snow Man の「ブラザービー
ト」。普段から練習する姿がよく⾒られました。 
⾐装は⼦どもたちと⼀緒に考え、「Snow Man みたいにかっこよく」との
意⾒から、着なくなった服や不要な布などを保護者の⽅から頂き、素
材として活⽤。⾊や形など本⼈たちのアイディアを絵に描き起こして、
⼿作りワッペンや世界にひとつだけのオリジナル⾐装を作成しました。 
ダンス練習を通じてチームワークも⾼まり、素敵な⾐装を⾝に纏って
「僕もあの⼈みたいに踊りたい」とキラキラした顔で本番もかっこよくキメ
てくれました︕ 

生 活 発 表 会 
2 ⽉ 18 ⽇（⼟）は⽣活発表会でした。仲間と⼀つのこと
をやり遂げる達成感や、楽しくのびのび表現する充実感を
味わい、さまざまな発表を通して⼦どもの成⻑を感じ、喜
びを共有しました。 
 

01 
⽇頃から、お友だちや先⽣に対して、嬉しかったこと・助けてくれたことな
どを果物の画⽤紙に書き、⽊のオブジェに貼り付ける「ありがとうの⽊」と
いう活動をしています。思いやりの気持ちを⼦どもたちに持ってほしいと
いう想いから、始めました。 
発表会の劇では、「ありがとうの⽊」という絵本とリンクするシナリオを考
えました。⼦どもたちの⼿形で葉っぱを、劇中の動物たちが貸し出す⼿
袋やマフラー、帽⼦などを掛けられるような⽴体的な⽊や枝を、保育
者が作りました。思いやりの気持ちを受け継ぐ内容に、⼦どもたちの成
⻑が⾒られます。他にも、保育園で出来るようになった鉄棒やピアニ
カ、ひらがなを「こんなにできるようになったよ︕」と保護者の⽅の前で披
露することができました。 

今年の年⻑テーマは『⽔』。学ぶなかでも、⼦どもたちが特に感じていた
のは、⼲潟遊びの海に落ちていたゴミのことでした。 
「スイミー」や「アルバ」という絵本を読み、きれいな海を守るために何がで
きるのかを話し合い、その内容を発表会の劇に取り⼊れました。使⽤し
た⼩道具は、廃材を集めて製作を⾏うなど細かいところまでこだわってい
ます。海の⽣き物たちは、みんなで協⼒して描き、ペープサートで表現し
ました。 
１年間学んだこと・感じたことを、ぎゅっと詰め込んだ劇『スイミー』。お⽗
さんお⺟さんへ、想いが届くよう、気持ちを込めて最後まで頑張ることが
出来ました。

02

03 

さとの保育園 

⻑須賀保育園 

うみまち保育園 
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